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「2025年の崖」に立ち向かう

真のDXを
　　     成功に導くカギ

PoCを3カ月サイクルで回す
米大手流通のスピード感

桔梗原　日本企業のDXの現状につい

て、どのように見ていますか。

小原　DXへの関心は非常に高まって

いると感じます。流通業を例にとると、

今年1月にニューヨークで開催された

「NRF 2020 Retail's Big Show」には、

日本からも多数の参加がありました。

海外の様々なDX事例から学ぼうとい

う機運は、幅広い産業で高まっている

のではないでしょうか。

桔梗原　ただ、日本企業全体を概観す

ると、DXへの取り組みは遅れているよ

うに見えます。

小原　私が感じるのは、PoCのスピー

ドの違いです。日本企業は事前準備か

ら実施、検証まで1年かかるケースもあ

りますが、海外はサイクルが速い。当社

の顧客である米大手流通では、3カ月ほ

どでPoCを完了します。その分、多くの

トライアルを実行できます。

桔梗原　日本企業のIT活用法などで、

気になることはありますか。

小原　ITに限りませんが、自社の現行

業務に合わせてつくり込みすぎる傾向

があるかもしれません。私たちベンダ

ーも反省しなければいけませんが、そ

の結果、小売業では標準化や共同化が

なかなか進まず、同じ業態でも全く異

なるシステムとなってしまっている例

が少なくありません。システム自体が複

雑になってしまっているところも多く、

これがDXの足かせになっている面が

あります。

新たなアーキテクチャで
必要なサービスを迅速に提供

桔梗原　最近では、ユーザー企業だけ

でなく、ベンダー側にも変革が求めら

れていますね。

小原　現状の仕組みのままでは、DXを

加速するのは容易ではありません。本

来、ベンダーにはお客様の一歩先を歩

きながら、先回りした提案をする役割

が求められていました。今、私たち自

身も変わり始めています。

桔梗原　どのように変わろうとしてい

るのでしょう。

小原　今年1月、「Next-Generation 

Retail Store Architecture（NGRSA）」

を発表しました。次世代の小売業に必要

なものを「Business Service Platform

（BSP）」と「Software Defined Store

（SDS）」「Digital Connected Service

（DCS）」という3つのレイヤーに整理し、

お客様の戦略に柔軟に対応できるサ

ービス体系を用意しています。従来、

新しい決済サービスを導入するとき

や新業態に進出するときなどに、小売

事業者はデバイスやシステムなどを

継ぎ足してきました。これに対して、

NGRSAは3層のシンプルな構造を維

持したまま、必要に応じてサービスを

提供できます。

桔梗原　それぞれ具体的にはどういう

ものなのでしょうか。

小原　BSPはビジネスを支えるプラッ

トフォームです。APIを経由して、多様

なアプリケーションとつながります。

例えば、食品店用、専門店用などの各

種サービスをプラットフォーム上で組

み合わせることで、企業は必要な仕組

みを構築できます。構築プロセスはク

ラウド上で、スピーディーかつ容易に

実行することが可能です。

　SDSは店舗の様々なデバイスをシ

ンクライアント化し、クラウド上の

アプリケーションに接続してサービ

スを届けようという考え方です。1つ

のタブレットが、あるときはレジに

なり、在庫管理用の端末にもなる。ク

ラウド側のサービスをつなぎ替える

だけで、多用途に使えます。店舗の

IoT化に伴い、POSレジやタブレッ

トだけでなく、冷蔵庫やWebカメラ

などあらゆるデバイスがSDSの構成

要素として機能するようになるでし

ょう。

桔梗原　デバイスのネットワーク化

は、海外ではどこまで進んでいますか。

小原　前述の米大手流通の場合、米国

に展開する5000店舗の80万デバイス

がネットワークに接続しています。機械

学習などを活用してPOSレジや冷蔵庫

の故障などの予兆検知、予防・保守も可

能です。デバイスについては、NCRが

マネージドサービスを提供しています。

これがDCSです。

アシステッドサービスで
金融機関の省力化をサポート

桔梗原　NGRSAの考え方は、日本

NCRにとっても大きな変革ですね。

小原　日本NCRは今年、創立100周

年を迎えました。次の100年を見据

えて、私たち自身も大きく変わろうと

しています。キーワードは「NCR as a 

Service」。今後はNGRSAをベースに、

私たちのビジネスをサブスクリプショ

ン化していきます。

桔梗原　金融分野では、どのような取

り組みを進めているのですか。

小原　現在は、ネットバンキングの利

用も当たり前になりました。こうした

中で、金融機関は営業店やATMの配

置の見直しが喫緊の課題になっていま

す。海外のある大手銀行は、フルサポ

ート店とサテライト店、ATMを機能強

化した端末のみのセルフサービス拠点

というように、顧客接点を数種類に分

けて再配置しようとしています。NCR

はこうした動きに対応し、例えば、テ

レビ会議システムを機能強化して、店

舗の効率化に役立つソリューションを

提供しています。いわば、アシステッ

ドサービス。これまで10人で運営し

ていた店舗であれば、2、3人で業務を

回せるでしょう。ネットワークでつな

がったセンター側に専門家がいるの

で、省力化してもサービスレベルを維

持することができます。

桔梗原　流通と金融に共通する考え方

はありますか。

小原　両分野で様々な新しい動きが

ありますが、当社がディスラプター

になることはありません。私たちは

既存企業の持つフィジカルの強みを、

デジタルでサポートしたいと考えて

います。
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多様な店舗システムの
ソフトウエアを
店舗エッジサーバーへ仮想化

店舗システム丸ごとをクラウドから管理することで、
店舗拡張や構成変更にもフレキシブルに対応。
またオープンAPIの店舗ソフトウエアは将来の機能拡張、
他社ソフトウエア連携も容易に

店舗エッジサーバーの導入により、店舗端末をシンクライアントに置き換え可能。
さらに1台のシンクライアントが複数システムを切り替えて利用でき、ハードウエア投資が効率化

様々な店舗機器を、
IoT技術を活用し
一元的に監視。
スマートな保守対応と
予防検知により、
店舗マネジメントを
効率化

店舗エッジサーバー内

全店舗のシステムをクラウド上で一元管理

店舗エッジサーバー
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POSレジ 厨房管理 バックオフィス 在庫管理
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共通のプラットフォーム上で各種アプリケーションとAPI連携することで変化に柔軟に対応（BSP）。店舗の各種デバイスは
シンクライアント化し、デバイスフリーの業務環境を実現する（SDS）。さらに、各種デバイスをネットワーク化して一元的に
管理する（DCS）

次世代小売業のための「Next-Generation Retail Store Architecture（NGRSA）」
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日本NCRは今年、創立100周年を迎えた。次の100年を見据え、デジタルのパワーを最大限に生か
して、流通・金融分野の顧客への提供価値を高めようとしている。流通分野では、新たなサービス体系
によって、環境変化に応じて迅速にサービスを提供する仕組みを構築。金融分野でも、海外の知見を
取り入れてソリューションを磨いている。両分野に共通するのは、顧客のフィジカルの強みをデジ
タルでサポートする考え方だ。

既存企業の持つフィジカルの強みを
デジタルの力でサポートする

「キーワードは『NCR as a Service』。
今後はNGRSAをベースに、

ビジネスをサブスクリプション化します」


